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山陽新聞山陽会
セーフティーネットワーク
山陽新聞山陽会加盟の岡山県内販売所

実施時期
平成15年5月～
実施地域
岡山県
活動概要
山陽新聞山陽会のうち岡山県内
の17販売所は平成15年5月、3つ
の警察署と「山陽新聞販売所セー
フティーネットワーク」の協定を
結んだ。犯罪や事故、災害の情報
提供などに協力するもので、16年

2月には山陽新聞山陽会と岡山県
警との間でも同様の協定が結ば
れ、岡山県全域に活動が拡大した。
不審火の通報や消火活動、道に

迷ったお年寄りや子どもの保護、
溺れた幼児の救出など、これまで
に 40 件以上の活動実績がある。
また、小学生がいる家庭に防犯ブ
ザーを贈り、子どものたちの安全
確保に貢献している。
これらの活動に対して、県や警
察署、県防犯連合会から複数の感
謝状や防犯功労賞などが贈られて
いる。

＊
山陽新聞山陽会加盟の岡山県内販売所
＝山陽新聞山陽会（山陽新聞系統販売所
で組織・三宅清司〈みやけ・せいじ〉会
長）の下部組織である山陽新聞第二部会
に所属する。岡山市東部、瀬戸内市の
山陽新聞系統17販売所。

◉

◉

◉

山陽新聞　平成17年12月21日付朝刊

山陽新聞　平成18年9月8日付朝刊

山陽新聞　平成17年12月21日付朝刊

山陽新聞
平成16年12月8日付朝刊

行政と協力
安全で安心して暮らせる
まちづくりを目指して

PRポスター 販売所の折り込み広告で防犯促す
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因島村上水軍陣太鼓の
復活と保存、普及活動
中国新聞因

いんの

島
しま

南
みなみ

販売所 所長　岡村俊典

実施時期
昭和49年～
実施地域
広島県尾道市中心
活動概要
中国新聞因島南販売所所長の岡
村俊典さんは、村上水軍の「三

さん

島
とう

流
りゅう

水軍書」にある譜面を現代風に
アレンジし、水軍陣太鼓を再現し
た。昭和49年、因島市（現尾道市）
の青年団を中心に「村上水軍陣太
鼓保存会」（メンバーは22人）を結
成、演奏を続けながら普及に努め
た。地元小学校で13年間、ボラン
ティアで太鼓指導するなど、伝統
文化の継承に尽力している。
太鼓保存会は、日韓国交正常化

40周年記念にソウルで開催された
日韓交流大祝祭に日本代表チーム
として出場した。長年の功績に対
し、平成20年4月、尾道市から地
域貢献の感謝状が贈られた。

＊
岡村俊典（おかむら・としのり）

◉

◉

◉

「全国新聞販売フォーラム 2007広島」の懇親会場で演奏を披露する因島村上水軍陣太鼓保存
会のメンバー（横笛を吹く受賞者）

◀▲地元の中学生に太鼓と笛を指導する受賞者

長年にわたり伝統文化を継承
地元子どもたちへの太鼓指導に尽力

「日韓交流大祝祭」に日本代表チームとして出場　2005年2月20日開催（ソウルのオリンピッ
クスタジアム）

「日韓交流大祝祭」で授与されたクリスタルを持つ
受賞者
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資源を活かして
車椅子をゲット!!
徳島新聞みつわ会美

み

馬
ま

支部

実施時期
平成16年～
実施地域
徳島県美馬市（脇町・穴吹町・

美馬町）、美馬郡（つるぎ町）
活動概要
徳島新聞みつわ会美馬支部は平
成16年から、美馬市・郡内の徳島
新聞販売所の所長夫人 6人が知人
や販売所スタッフ、地域住民の協
力を得て、アルミ缶の回収を始め
た。18年からは業者に売却した資
金で車いすを購入し、社会福祉協
議会や福祉施設等に毎年寄贈して
いる。
寄贈した車いすは、今年で 3台

目。「小さな親切」運動徳島県本部
から、平成 20年度実行賞の表彰
を受けた。

＊
徳島新聞みつわ会＝徳島新聞系統の110

販売店協同組合加盟の所長夫人で組織。
大舘恵子（おおや・けいこ）幹事。

◉

◉

◉

■1台目寄贈（平成18年3月2日）

■2台目寄贈

販売店ミニコミ誌「ゆうま」第25号（平成19年6月1日発行）より抜粋

■3台目寄贈

徳島新聞　平成20年3月13日付朝刊

徳島新聞　平成20年5月20日付朝刊

地域住民と所長夫人が
協力して回収したアルミ缶により
車いす寄贈
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「宿
す く

毛
も

市
し

グラウンドゴルフ高
こ う

新
し ん

大会」
「宿毛市こども会ソフトボール大会」ほかスポーツ振興活動

高知新聞宿毛販売所 所長　田村定也

実施時期
平成8年～（年1回開催）
実施地域
高知県宿毛市内
活動概要
高知新聞宿毛販売所所長の田村
定也さんは、平成 8年から年に 1

回、宿毛市における高齢者の健康
増進や青少年の健全育成を目的
に、高知新聞社や市教育委員会な
どと共催して「宿毛市グラウンド
ゴルフ高新大会」「宿毛市グラウン
ド愛好会」を運営。地域スポーツ
大会のスポンサー撤退が相次ぐ
中、数少ない定期大会となってい
る。
また、販売所機能を活用した宿
毛地区販売所ミニコミ紙「さくら」
（約7,000部発行）を通じて、各大
会の模様や活躍するスポーツ少年
の姿を詳しく伝えることで地域ス
ポーツの活性化や話題づくりに貢
献している。

＊
田村定也（たむら・さだや）

◉

◉

◉

高知新聞　平成19年5月22日付朝刊

高知新聞　平成20年7月9日付朝刊

ミニコミ高知新聞「さくら」・1、2面　平成14年7月（第26号）

販売所発行のミニコミ紙を活用して
地域スポーツの活性化に貢献
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「車いす送迎車を贈ろう！」
キャンペーン

西日本新聞エリアセンター連合会

実施時期
平成14年5月～
実施地域
沖縄を除く九州全域
活動概要
西日本新聞エリアセンター連合
会は平成14年5月から、購読料の
一部積み立てと、エリアセンター
と営業部員双方からの負担金など
を原資として、車いすを搬送する
「車いす送迎車」を九州全域の福祉
施設や社会福祉協議会などに贈呈
した。
西日本新聞創刊 125 周年を機

に、車いす送迎車が不足している
現実に目を向けてスタートした活
動。多くの個人や企業の賛同を得
て多額の寄付を集め、これまで 46

台の車いす送迎車を贈呈した。
贈呈先からは「施設外の行事等
への参加が可能になった。車いす
からの乗り降り作業が軽減され助
かっている」などの喜びの声が寄
せられている。

＊
西日本新聞エリアセンター連合会＝西日
本新聞系統の九州・山口県の 995販売
所が加盟。新田快夫（しんた・やすお）
会長。

◉

◉

◉

■車いす送迎車贈呈先からの声

「社会福祉法人PAL」（福岡市南区）

平成 19年 2月の贈呈以来、毎日頻繁に車を活用。利
用者の送迎のみに限らず、社会見学等への移動の際にも
活用されています。代表の中牟田英生様からは「現在、
利用者32人に対して車いす送迎車2台とワゴン車2台で
対応しており、贈呈された車いす送迎車もフル稼働し、
大変重宝しています。利用者の感想は、他の車両と比べ
て乗り降りの際の負担が少なくスムーズに利用できると
好評です。また、それを補助する職員も、車いすからの
乗り降りを考えると非常に作業が軽減され助かっている
と喜んでいます。利用者を乗せて移動する際も、小回り
が利き、運転をする職員の多くが女性職員であることを
考えても、非常に有難いものです」とのことでした。

社会福祉法人郷寿会、特別養護老人ホームの
「あさひ園」（八代市）

デイサービスを受けるために通所される利用者を送迎
するために毎日使用されています。月間平均40回使用さ
れており、寝たきりのお年寄りや車いす使用者の自宅ま
で送迎、また特別養護老人ホーム入所者の病院通院など
に有効活用されています。車いすを使用しない通所者な
どにも助手席に乗せることができるそうです。代表の福
嶋隆様から「贈呈されたのが軽自動車ということで女性
職員も運転がしやすく、狭い幅員の道や玄関前まで車を
横付けすることができ、送迎の時間短縮・労力軽減にと
ても役に立っています。車いす使用者は自身の身体的事
情から『外出や施設利用はもうできないのでは』と考え、
自宅にこもったままになりがちだが、近年のケアマネー
ジャー制度の確立と車いす送迎車両で自宅に迎えに行く
ことで、他のお年寄りと触れあう機会もでき、リハビリ
も積極的になれました。また、要介護者を自宅から外出
させることで、お年寄りを自宅で介護している介護者に
とっても、精神的や体力的負担が軽減されるというメリ
ットがあります」とのご報告がありました。西日本新聞　平成19年4月17日付朝刊

■キャンペーンPRリーフレット

車いす送迎車が不足しているという
隠れた需要に着眼
多くの人の共感集めるキャンペーンを展開


